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第
^
節

公

債

の

價

格 
\

.
各
有
®

®
券
の
市
惯
が
典
の
®
用
^
供
給
ど
の
一
致j  

す
る
黑
に
於
て
&
ま
办
、
挺
需
用
と
供
給
ビ
が
有
僧
證
一 

券
ょ
6
生
す
る
收
入
と
市
場
利
子
步
合V

J
の
間
に
於
け 

る
關
係
に
依
り
て
定
ま
る
も
の
な
る
乙
ビ
は
上
次
に
於-I  

て
說
述
せ
る
所
な
る
が
、
本
節
に
て
は
贺
に
ー
步
を
進I  

め

て

有

露

券

，中
#
に
公
偾
の
'市
價

に

鲋

し

.て

影

響

を
 

風
ふ
る
；̂
令
の
辦
情
に
就
き
て
聊
か
說
明
を
試
み
ん
ビ
~ 

欲
す
。
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i

l
所
に
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一

公
一 

偾

{̂
芬
の
市
便
を
根
本
的
に
定
む
る
も
の
は(

」
)

額
面 

價
格
、(

こ)

公
债
の
利
子
步
合
、(

三)

市
場
金
利
、(

四)

利
子
支
狒
の
期
H
、(

五)

元
金
偾
還
の
期
限
、
へ
六)

政 

府
の
信
用
、(

七)

其

公

偾

の

需

用

を

增

加

せ

し

む

''る

特

就
て 

第

七

魷

ご

一

四

殊
の
事
情
等
に
外
な
ら
ざ
る
が
、
公
侦
の
利
子
ど
市
坳 

，金
?1
ビ
が
及
傲
の
市
憤
に
如
何
な
る
影
#
を
及
ぼ
す
も 

の
な
る
が
は
旣
に
前
數
節
に
於
て
略
述
せ
し
所
な
る
を 

以V
、

以
下
衣
節
^

て
は
其
他
の
事
情
と
公
偾
市
愤
ビ 

の

：關

係

を

顺

次

說

明

す

る

こ

せ

：
ん

。

第
二
款
：
利
子
支
拂
の
期
日
ど
公
偾
市
價 

公
偾
の
市
價
は
市
場
金
利
の
騰
貴
す
る
に
從
ひy

L
S

 

落
し
、
命
刺
の
下
落
す
る
^
從
ひ
て
昂
騰
す
る
を
常

，
t 

な
ず
も
の
な
る
が
、
此
金
利
の
變
爾
以
外
に
公
偾
の
市 

價

は

-T
^
s .
w

日
'の
':影
«.
$ :
«

る
も
の
な
6
ど
す
。

假
b.
に
市
場
金
利
に
何
等
の
異
動
な
し
と
せ
ば
、
公
偾 

.
の
市
價.
は
利
子
が
支
挪
は
れ
た
る.
日..に.
於
て
最
も
£
く 

し
て
、
其
後
口
々
備
貴
し
、
次
囘
の
利
子
支
挪
の
前
R 

に
於
て
最
高
點
'に
達
す
可
き
な
纟
o
蓋
し
利
子
支
拂
W 

H
の
接
近
す
る
に
從
ひ
、
公
偾
の
價
値
が
ら
增
加
す 

石

に

至

る

が

故

な

す

。
例
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ば
、
六
分
利
#
公
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(

额
面
茛
圆
ヽ
利
子
支
拂
口
、.
二

月I  

H
並

に

八

月J  

B)

が
ニ
月一

日
刺
子
支
狒
後
に
金
百
圓
に
て
寶
貨
せ

隱

r ；
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I

I
1
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ら
る
、
ビ
せ
ば
、
其
公
偾
の
市
僧
は
他
に
特
殊
の
樂
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な
き
限
り
左
，の
如
く
七
パ
每̂
月
一
.ヶ
月
の
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子
に
相 

當
す
る
丈
け
宛(

五
十
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貴
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、
八
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偾
市
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刺
子
支
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ビ
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關
係
を
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ら
ん
ミ
せ
ば
、
勢
ひ
市
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金
利
變
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の
影
響
を
蒙
ら
ざ
る
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場
表
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斯
く
の
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栩
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響
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式
取
引
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に
於
け
る
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去
數
ケ
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間
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國
偾
數
種
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；半
均
和
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を
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せ
し
に
、
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の
相
場
が
實
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に
於
て
も
理
論
的
に
斷
足
せ
し
ビ
略
ぼ 

同
欉
に
變
動.
せ
る
1:0
と
を.
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る
を
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た
&
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に
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例
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五
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此
特
別
五
分
利
公
债
の
利
挪
は
六
月
ビ
十
二
月
e
の 

ニ
囘
に
行
は
る
、
も
の
な
れ
ば
、
其
市
價
は
此
兩
月
に 

於
て
最
も
低
く
、
五
月
と
十
一
月
ど
の
雨
月
に
於
て
*
 

も
高
か
る
可
き
も
の
な
る
が
、
前
表
下
段
の
月
次
的
平 

均
相
場
に
就
き
て
之
を
觀
る
に
、
六
月
の
相
場
は
九
十 

一
一
圓
七
十
錢
九
虛
に
し
て
一
年
中
の
最
低
價
格
を
：示 

し
、
夫
れ
ょ
b
七
、
八
、
九
、i"

、

十
ー
月
と
漸
次
膠
貴
し 

十
一
月
に
は
九
十
五
圆
〇
八
«
の
最
高
値
に
達
せ
る
が 

S
月
に
’は
俄
然
九
十
ニ
圓
八
十
ー
錢
六
厘
坟
低
落
し
其 

後
一
、
ニ
、
三
、四

、
五
月
の
順
に
漸
騰
し
ヽ
五
月
に
ば
再 

び
九
十
四
圆
四
十
五
錢
八
麗
の
高
値
を
呼
び
、
31
に
翌 

六
月
に
は
九
十
一1

圓
七
十
錢
九
厘
に
低
落
せ
う
"
此
騰 

落
の
順
序
*
る
ゃ
菩
人
の
理
»
的
に
豫
想
せ
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せ
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斷
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せ
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順
序
を
以
て
月
々
騰
落
す
る
も
の
を
知
り
得.
^
る 

も
、.
吾
人

s

s

^
で
其
月
次
騰
落
の
程
度
が
果
し 

て
理
論
的
變
動
の
程
度
ヾ
し
一
致
せ
る
か
否
や
を
講
究
せ 

ざ
る
可
か
ら
ず
。
が
れ
ば
、
此
理
論
的
騰
落
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程
度
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實
際
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理
想 

憤
袼VJ

の
開
き
は
往
々
苜
分
の|

に
上
ぅ
、
ニ
月
に
は 

诃
分
0
1
¥超過
せ
る
.̂
、
他
の
公
偾
に
在
ら
て
ば
兩 

潘
は
頗
る
相
掛
近
し
て
、
公
偾
の
市
價
が
常
に
利
子
支 

拂
の
影
響
?:
蒙
る
も
の
な
る
こVJ

を
明
示
せ
り
。
第I 

囘
四
分
刺
公
偾
に
於
て
他
の
公
傑
に
於
け
る
ヾ

」

_

一
 
の 

現
象
を
見
るM

ビ
を
得
ざ
る
は
、
亂
公
偾
が
四
十
三
年 

の
發
行
に
係
る
も
の
な
る.を
以
て
、
其
S
年
即
ち
四
十

な

四
年
以
後
僅
か
.五
ケ
年
間
.の
：相
場
表
を
基
礎 

< し
て
月 

次
的

均̂
市
偾
を
計
出
.せ
ざ
る
を
得
.ざ
り
し
が
故
に
、 

市
場
金
利
.の
影
響
を
中
和
せ
る
；伞
均
表
を
求
む
るY

」

と 

能
ル
ざ
&
し
爲
め
な
る
可
し
。

.
,

!'
第
ニ
款

'元
金
支
拂
期
限
ビ
公
债
市
憤.

公
偾
の
全
部
償
還
期
が
ニ

m

十
年
の
後
に
在
ら
ば
" 

其
市
價
は
現
時
の
金
利
並
：に
利
子
挪
等
奴
事
情
にS
 

せ
ら
，れ
て

：定
ま
る
も
の
に
し
て
、
元
金
支
挪
の
影
#
を

I

j

1 ：

I
i ：
1
I
I .. 
1

:

:
II . 
1

P：
I

1

p

I
I
マ'
I

I

蒙
ら
ざ
る
を
常
と
爲
す
も
の
な
る
が
、
其
偾
還
期
の
接 

近
す
：る
に
從
ひ
、
公
偾
市
憤
ば
其
影
響
.を
受
ぐ
る
に
缉 

る
i
の
な
り
ミ
す
。
例
べ
ば
、
第
一
囘
四
分
利
公
偾
.は 

現
.時
高
率
の
金
利
に
：左
右
せ
ら
れ
て
僅
：か
に
八
十
圆
內 

外
の
相
場
を
維
持
せ
る
に
，過
ぎ
ざ
る
も
"
其
全
部
償
還 

期
た
る
大
正
芄
十
八
年
に
近
付
け.ば
、
漸
次
騰
貴
し
て 

同
年
に
は
市
埸
金
利
が
假6
に
七
分
八
分
に
品
騰
す
る. 

ビ
も
西
圆
擧
に
上
る
に
承
るこ
ヾ
し
あ
る
可
し
。
如
何
と 

な
.れ
ば
、
公
偾
は
其
敗
價
の
高
低
の
如
何
を
間
は
ず
、
 

政
府
が
巧
妙
な
る
負
入
政
策
に
依
り
て
之
を#

せ̂
ぎ 

る
限
6
、
额
面
を
以
て
偾
還
せ
ら
る
、
も
の
な
る
が.故
. 

に
？
额
而
百
圆
の
公
偾
證
書
は
償
還
前
に
.は
當
然
西
圆 

內
外
に
寶
買
せ
ら
-る
可
き
を
以
て
な
り
。

之VJ

同
じ
く
、
合
衆
國
四
分
利
公
債
の
如
く
其
の
现 

ぼ
の
市
價
が
遙
か
に
额
而
に
超
過
ず
る
も
の
ビ
雖
も
、 

偾
還
期
it
接
近
す
る
に
從
ひ
其
相
場
は
彼
落
し、
®
m 

年
に
.は
額
面
ビ
略
同
额VJ

な
る
に
至
る
可
しC

蓋
し
、
市 

價

*>
如
何
：程
高
値
.を
保
つ
：と
*
、
t

奶
十
.ー

卷

(

九
七
3£〕

雜

I
額

償̂
還
す
-る
く
と
a
け
れ
«'
な
0
。

元
金
支
挪
と
公
偾
ビ
の
调
に
存
す
る
此
關
係
を
ば
页 

に 
一
®
綿
密
に
解
說
す
る
ビ
せ
ば
、
元
金
支»
»1
に
達 

し
た
る
公
偾
の
市
惯
は
额
而
並
に
其
支
拂
期
^
迄
の
利 

j

子
の
合
計

栩̂
當
す
可
き
な
ぅ
。
例
へ
ば
、
假6
に
额 

I

面
百
圆
の
六
分
利
付
公
偾
新
拂
三
月
と
九
愚が
大 

j

正
六
年
六
月11

+
H
I
K
償
還
せ
る
‘」

ヾ

」

が
數
ヶ
月
前
に 

\

豫
吿
さ
れ
た
り
ビ
せ
ば
.、
市
場
金
利
の
高
低.に
^
ら
ず 

一
ふ
ハ
月
下
旬
に
は
酉
ー
圆
五
十
錢
內
外
に
て
责
質
せ
ら
る 

、
な
.ら
ん
。
；蘐
じ
：六
月
一
一4+
日
に
其
公
债
所
有
者
に
支 

~
拂
は
る
、
金
額
は
額
面
百
圓
に
付
元
金
西
圆
並
に
阀
、 

j

五
ヽ
六
の
三
‘ヶ
月
の
利
子
金一

圆
五
十
餞
合
計
金
西
！

|

圆
五
十
錢
な
る
を
以
て
なb
c

以
上
理
論
的

斷̂
定
せ
る
一
兀
余
：支
拂
對
公
偾
市
價
の

關
係
が
果
し
て
實
際VJ

適
合
せ
る
や
否
か
を
檢
鼓
す
る 

管

、
菩
人
ば
過
：去
數
ヶ
年
問
に
於
て
全
部
偾
還
濟
と 

な
々
な
る
公
僙
數
秫
め
市
價
に
就
き
上̂

0關
係
を
知
，
 

政
府
は
额
而
以
上
の
ら
んVJ

欲
す
。五；！

人
の
選
擇
せ
し
公
侦
の
秫
類

VJ 、

全

錄
布
俏
説
券
の
似
格|:
.就
て 

姑
七
铽
一
三
三



f 叫 ” 今■ハ .ス y ;■.く ' ぐ .■«■て p y

,

第

十

一

怨

(

九
七
六y

雜
錄
洧
怊
證
券
の
傲
格
に
就
て

部
偾
聚
吿
示
年
月
ロ
、
#

«
還

年
;)
ロ

並
に

0

8

 V」

は

左

の

如

し

吿
'>3
V

年

力
日

'海

取

公

偾
 

整

理

公

僙
 

軍

:*
公

« 

第
.

n

商
國
诹
僙
# 

五
分
利
公
偾(

乙
號>

四
十
三
年
三
月
十

1

n 

四
十
三
堆

3£
月
六
日 

四
十
三
年
玉
カ
六

H 

四
十
四

¥
四
^

十

H 

.大
正
ニ
年

1
月
ニ
.十
H

前
表
に
示
せ
る
傲
遼
の
顺
序
忙
從
ひ
て
以
下
顺
次
東 

京
株
式
取
引
所
に
於
け
る
#
公
偾
の
償
還
前
數
ヶ
月
間 

の
庇
取
別
相
場
表
を
左
に
揭
出
し
、
各
個
に
就
き
て
聊 

か
說
明
を
加
へ
んV 」

欲
す
。(

本
款
R
揭
ぐ
る
公
债
'の
相 

場
ぼ
總
て『

銀
行
通
信
®』

第
四
十
八
卷
乃
至
五
十
五
參 

に
據
る
。)

(
一
)

海
堪
公
偾 

海
® 

&偾は
五
分
利
#
に
し
て
、
利
子
は
五
月
並
に 

十一

月
の
ニ
囘
に
支
拂
は
れ
た
る
が
"
明
治
四
十
三
年 

四
月I 】

一
十
日
R
全
部
ft
還
濟
ビ
な
れ
々
。
同
公
偾
の
偾

憤

還

年

月

日

. 

四
十
三
年
四
月
1ー1
十
日

H

十

三

年

五

月

三

十

1

日
''
'

|

四
十
三
年.六
力
三.
.十
.nH
. 

1

同

七

月

} 

R

四
十
四
年
，
苽
月
ニ
4
-
3/
.
= 

大

疋

ニ¥
三
.月

.

.
十

日

第

七

號

一

三

四

.

俄

0

額 

七
、I

九
九
、
三
〇
〇

九
〇
、〇

1

}
I
r
A
5£
〇

五
七
、八
五

一

、
三
：* .
〇 

ニ一

、一

ニ
四
>五
〇
〇

at
九
、〇
四
七
、八
ニ
五 

ニ
九
、四

.

一

四
、八
五
〇

還
前
八
ヶ
月
間
に
於
け
る
直
取
引
相
場
は
左
の
如
し

平

均 

0
九
七
、四
〇

-
最

_

高 

圆

. 

九
八
、〇
〇

.

最.
.

低
■ 

' ,
圓

九
六
、九
〇

同
十

另 

十
一
月 

十 
一
―■•
.月

四 三 ニ
四

月月十

5

月

九
七
、八
〇 

九
七
、八
〇 

九
七
、八
〇

1
〇
〇
、四
〇 

5

1
 
>
三
〇

1

〇一
、〇
〇 

一
〇

;
八
〇

九
六
、
七
〇 

九
四
、七
〇

九
七
、丑
〇
，_

九
ス
、〇
〇 

1

〇
〇
、
五
〇 

1

〇

〇

"
八
〇 

一
 0

1
、

ニ 
〇

九
七
、〇一

九
六
、六
七

九
七
、
六
五

九
九
、六
〇 

1

0
〇
、九
ニ 

1

〇
〇
"九
〇 

一
〇
一
、七
H

前
表
に
示
す
が
如
く
、
海
®
公
僙
の
相
場
は
四
十
ニ

j

i

年
^
は
九
十
七
八
圓
に
過
ぎ
ず
じ
て
、：

利
子
利
拂
：©
前「 

月(

十
月)

即
ち
其
相
場
の
®
も

高
か
名
可
き
B
に
於
て 

も
僅
か
に
九
十
七
圆
八
十
錢
な
り
し
に
、
_

十
1|
¥
:
に 

入
り
て
俄
然
騰
貴
し
全
部
®
還
期
の
四
月
に
は
#

㈣
百 

一
圓
八
十
錢
に
上
り
た
ぅ
。
四
月
三
十
日
の
償
還
日
に 

支
拂
は
れ
た
る
金
额
は
额
而
百
圆
に
'#
元
金
西
圓
並
に 

十

一
一

月

ょ

り

四

月

に

至

る

五

.ヶ

月

分
.の
利
子
約
金
一
一
圓 

合
計
金
莨
一
ー
圆
內
外
な
れ
ば
四
月
の
最
高
相
場
も
同
額

上

る

可

な
b
し
に

圆

八

十

餞
以

上

に
出
で

ざ
6
し
は
或
は
同
月
中
旬
以
後
に
'同
公
債
の
取
引
な
か 

り
し
が
故
な
る
可
し
。
理
想
偕
格

V 」

實
際
市
價
ビ
が
斯 

く
の
如
く
全
然r

致
也
ざ
ぅ
し
と
は
云
：へ
、
其
差
は
僅 

か
に
ニ
十
錢
內
外
に
.過
ぎ
ざ
り
き
。

(

ニ)

整
'理
公
偾 

盤
理
公
偾
も
五
：分
利
付
に
し
て
、
，利
子
は
六
月
と
十
：
 

一t

月
の
一
ー
囘
ド
支
挪
は
れ
だ
る
が
，
明
治
四
十
三
年
五 

月
三
十
一
日
に
全
部
®
還
濟
と
な
れ
り
。
同
公
偾
の41 

還
前
九
ケ
月
間
に
於
け
る
直
取
引
相
場
は
左
の
如
し。
'

明
治
四
十
ニ
：年 

九

月

十

月

十

一

力

十
二
月
一 

同

码

十

三

：
年 

1

月

.

ニ

'

月 

三

月

四
■
月
.'

31
'
月
'

，■最
;■
'
.
高
：

最.

低
.

平

均

W
. 

0 

0

:

九七、ニ〇
九
四
、四
〇
：九六、八〇

九
六
、
尤〇九五、
九
〇

九
六
、
ニ
六

 

丸

：八
、
八
五
.

九七、〇

〇

九七、九四

九七、〇

〇

九六、三五九山ハ、六八

1

〇〇
、
ニ〇

九七
、

4

ハ
〇

九九
、
四三

 

l
〇

l
、
m

1
〇

〇

、
三
〇

1
〇

〇
"七
‘一. 

i

o

i

o五 

' 一
〇

〇

、
七
 

Q

-
1

0

0、
八
九 

ー
0

1
、
3£
-
丑
.

1
〇

一

、
〇
〇
 

_ 

l

o

r

H
七
. 

1

Q.
1
1、
〇

诋,

1

〇

〇

、
〇

〇

一
〇
〇
、
四
六

此
公
偾
め.
栴
場
も
四
十
年
中
は
低
か
り
し
も
"

0
十 

1

一
一
年
に
入
ち
て
償
還
期
の
近
づ
く
忙
從
ひ
漸
騰
し 
>
償 

還
月
の
五.
月.
に
は
亩
ー1

圆
五
餞
に
'騰
貴.
せ
ぅ
。
五
月
三 

十
一
へ
：日

に

：支

狒

は

れ

た

る

元

利

ぼ

.
額
面
H

圆
に
付
約
西. 

I

一
：國

夺

る

を

以
.
て
：

C

 

■

此
為
債
に
於
て
は
理
想
惯
格
ビ
«
 

際
市
價
ミ
0

差
は
：僅
々
數
錢
に
し
て
、
兩
费
は
全
然」

 

致
せ
ぅ
と
：云

ふ

を

妨

げ

す
,0

.

(

三)

軍
事
公
偾 

軍
事
公
債
は
五
分
利
付
に
し
て
、
利
子
は
六
月
並
に

婼
十1

饴

(

九
'七
七〕

，

雜.

錄
，
•

葙
似
説
券
0
倒
格
じ
就
ズ

，第
七
做

3X



.黹

十I

卷

(

汍

出

八

)
，

雜

錄

：

有

似

說

券
0
傾

辂

に

就

て

ハ

十
二
^
の
兩
度
に
支
拂
は
れ
た
る
が
、
明
治
四
十
三
年 

六
;]
三
十
日
並
に
七
月I

日
に
今
：部
fi
t
還
せ
ら
れ
た
6 

此
公
偾
の
相
場
は
左
の
如
し
。

明

治

四

十

ニ

苹
 

九
月

十

，.月
.
.

十

一

刀

十

二

月. 

同

叫

十

三

平
 

j

刀

ニ

刀

三

刀

四
' 刀

五
刀

六
另

七

月

最

高

 

0

九

七

、
七

〇 

九
-：

ハ
、
九

〇

九

八

、
八

玉 

.九
七
、
ニ
〇

1

〇
〇
、
三
〇 

i

〇

一

、1

〇 

1

〇一

、
〇
〇

1

〇

一

碧

1

〇 
ニ
、
〇
3£

一
〇
〇
、
〇
〇

最

低
 

M

九
''
3
1、四0

九
六
、◦
五

.

九
七
、〇
〇
，
 

九
-k、PM
〇

九
七
、六
〇 

一
 
o
o ̂1

五 

1

〇
〇
、七
〇 

i

〇
〇
、八
〇 

1

〇
1、〇
〇

九
九
、六
〇

平

均

.
圓 

九
六
、七
七

九
六
、三
〇

九
八
、

0

六
‘ 

九
六
、九
〇

九
九
、四
九

〇
〇
、
六
一 

〇
〇
、八
九 

0
1、三
四 

0
1、六
七 

九
九
、七
九

此
公
偾
の
市
價
も
前
揭11

種
の
公
债
の
市
價
と
略
ぼ 

は
四
十
三
今
五
月
に
百
ニ
圓
五
錢
迄
昂
滕
せ
し
が1®
®1
-

月
た
る
六
月
中
に
は
西
圓
以
上
に
出
づ
る
こ

VJ

な
か
& 

し一 

W
R外
な
ら
ず
。
藍
し
此
取
蜞
公
侦
の
上
半
期
の 

」

刹
子
は
每
年
六
月」

日
よ
h
一一
 
十
五
日
迄
_の
間
に
夂
» 

は
れ
た
る
カ
ー
、
各
飄
支
制
期
に
於
て
支'*
は
る
ゝ
利
子 

はI

月
よ
り
六
月
に
至
^
六
ケ
月
分
な
る
を
以
て
、
其 

.支
狒
朔
0
接
：近
.̂

る

五

月

に

於

て

此

公

偾

?:
質

收

せ 

る
者
が
若
し
六
月
未
日
迄
之
を
保
有
せ
ば
、
六
月
上
句 

に
は
半
ケ
年
の
利
子
と
し
て
额
而
西
圓
に
付
ー
面
五
十 

餞
並
：̂
ハ
月
末nn

又
は
七
月
.

j

ほ
に
ー
兀
金
亩
圆
合
計
西 

一1

圓
五
十
餞
を
政
府
よ
6
領
收
す
る
こ
と
を
得
る
も
の 

な
る
が
故
に
、
五
月
中
にw

*
if
f
i値
が
百
一
一圓
◦

五

餞 

迄
#
bし
は
理
.の
當
然
4
6と
す.o

而

し

て

.
六

月

の

最
 

高
相
場
が
H
圓
以
上
に
出
づ
る
乙vj

な
か
b
,し
は
^
月 

中
に
於
，て
寶
胃
さ
れ
た
る
同
お
«
は
利
子
支
拂
後
の
も 

の
に
し
.て
、
其
廣
僙
：の
所
有
潘
に
對
し
て
六
月
末
日
叉 

は
七
月一
日
に
支
»
は
る
、
金
额
は
元
金
西
圆
丈
け
に 

過
ぎ
ざ
ク
し
が
故
な
る.な
り

S
すc

如
可
と
な
れ
尤
、 

六
月
分
の
利
子
は
六
月
上
旬
に
：.於
て

旣

に

支

拂

.
は

れ

た
j

る
を
以
て
な
6
。

(

四)

第
三
囘
國
J®
偾
券

.

第
三
闾
國
渖
偾
券
も
五
分
利
付
に
し
て
、
利
子
は
三 

月
並
に
九
月
の
一
ー
囘R
支
柳
は
れ
、
元
金
は
明
治
四
十 

四
年
五
月
二
十
五
H
全
部
償
還
せ
ら
れ
た
る
が
、
其
以 

前
五
ヶ
月
間
の
虛
取
引
相
場
は&
の
如
し
。：

最

明

治

四

十

四

年 

}

刀

一
一
刀

H-
月

四
.
;J

Jr
L
力

m

i

〇一

、五
〇 

一
〇
ニ
、〇
〇 

九
九
、九
〇 

i

〇
〇
、〇
〇 

1

〇
〇
> 八
〇

最
丨
低

1

〇
.一、
ニ
〇 

一
〇
一
、七
〇 

九
九
、五
〇 

九
九
，呔
0

1〇
3
1〇

平

均 

湖

1
〇
ー
、
三
八 

1

〇

一
、
八
五 

九
九
、
七
〇 

九
^
、.五
3£ 

1

0
〇
、
五
五

前
表
に
示
す
が
'如
く
、
此
偾
券
は
最
後
の
利
子
支
拂 

の
前
月
た
る
ニ
月
に
は
百
ニ
圆
に
騰
貴
せ
し
も
ク
三
月 

に
は
九
十
九
圆
九
十
錢
に
下
落
し

.ヽ償
還
月
の
五
月
に
. 

は
禅
び
商
圓
八
十
錢
に
賴
騰
せ
办
。
蓋
し
公
偾
が
或
る 

月
の
十
五
FJ
以
後
に
®
還
せ
ら
る
、
と
き
に
は
全
月
分 

の
利
子
を
支
拂
ふ
规
定
な
る
を
以
て
、
第S
田
興

券
の
所
有
考
ず
五
月
サ
五
は
に
政
府
ょ
り
受
取
る
可
き 

金

類

は

：
額

面

；白

圓

に

付

元

金

瓦

圓

並

に

，
四

月

及

.
び

五

月 

の
ニ
ヶ
月
分
の
利
子
約
金
八
十
，三
錢
合
訐
約
金
豇
则
八 

十111

爾
な
ひ
し
を
以：

て
な
i
。
即
ち
此
偾
券
R
於
て
も 

償
還
間
際
に
於
け
る
實
際
栩
陽
ビ
理
想
惯
袼
ビ
の
開
き 

は
®
々
數
餞
に
過
ぎ
ざ
る
な
^s 

Q 

.

{五)

乙
號
五
分
利
公
偾
..

乙
號
五
分
刺
公
債
の
刺
子
は
六
月
並.に
十11

月
の
兩 

度
に
支
拂
は
.れ
汝
る
が
ヽ
同
％
偾
ば
大
正
ニ
年
三
月
十 

B
全
部
償
還
せ
ら
れ
だ
^V 。、

償
還
前
の
直
脱
引
*
«
ほ 

左
：の
如
し
。

-
へ

.

.

.：

大
正
元
¥
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、五
七
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笫
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九
七
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相
們
諕
券
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就
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第
十
i 

(

九
八
〇〕

雜
錄
布
愤
骑
券
の
似
桥
ド
就
て

郯七號

X

右
表
に
示
す
が
如
く
、
乙
號
五
分
利
公
依
は
償
還
月 

の
三
月
に
は
西
〇
一
、圓
十
錢
迄
騰
貴
せ
る
が
、
同
月
十 

日
の
偾
s

m

R同
公
偾
の
所
有
者
に
支
拂
は
.れ
た
る
金 

額
は
额
而
西
圆
に
付
元
金
百
圆
並
に

一
、
一
一
、

三
の

二
一
ヶ
， 

月

分

利

子

金

」

圆

：ニ

十

五

餞

合

訐

金

百

1

圆1
1

十

五
«
 

な
る
を
以
て
、
是
れ
常
然
の
騰
貴V

J

云
ふ
可
き
か
。

以
上
五
種
の
公
偾
に
就
'き
て
之
を
観
る
に
、
孰
れ
ふ 

償
還
期
に
接
近
せ
る
時
に
於
け
る
市
價
ば
元
金
及
び
元 

金
ビ
典U

拂
渡
さ
る
可
き
利
子
の
合
計
と
略
ば
一
致
せ
，

b

o

策
三
款
政
府
の
信
用
と
公
偾
市
價 

公
偾
の
市
價
が
其
發
行
者
た
る
政
府
の
信
用
の
如
何 

に
依
り
て
多
大
の
影
•
«
を
蒙
る
可
き
は
多
言
を
須
ひ
ず 

し
て
明
か
な
b
。
換
言
す
れ
ば
、
政
府
财
政
の
基
礎
强 

固
に
し
て
、
其
の
偾
務
の
服f
iに
就
き
て
何
等
勉
惧
す 

可
き
點
な
しVJ

せ
ば
、
公
偾
に
對
す
る
世
人
の
信
用
厚

く
、
夬
れ
に
對
す
る
游
用
自
ら
多
量
に
上
る
可
き
を
以 

て
、
其
の
市
偕
も
他
に
特
殊
の
事
情
な
し

VJ

せ
ば
從
つ
. 

て
高
位
を
保
つ
衣
ら
ん
。
さ
れ
：ど
、
財
政
の
基
礎
並
に 

爲
政
家
の
德
_
心
把
關
す
る
人
民
の
剑
斷
は
勿
論
主
觀 

的
の
性
質
を
帶
ぶ
るも
の
に
し
て
、
決
し
て
何
等
絕
體 

的
標
準
攻
る
も
の(

ー
な
き
を
記
憶
せ
ざ
る
可
か
ら中
。
然 

h
.ミ
雖
も
、
大
體
に
於
て
國
说
は
地
方
政
府
よ
り
も
小 

处
騰
府
、
外
國
政
府
よ.
bも
自
國
政
府
を
信
賴
す
る
も 

の
な
る
を
以
_て
、
.地
方
债
又
は
：市
僙
の
相
場
は
«
«
の 

市
價
よ
；d
此
較
的
低
く
、

〈

內
國
公
僙
は
外
國
公
偾よ 

ぅ
も
高
傾
を
維
持
す
る
を
常
ど
す
。
左
表
は
大
疋
五
年 

中
に
於
：け
る
衆
京
市^
.の
#
別
五
分
利
公
偾
並
に
大
K 

橫
濱
、
神
芦
、、
«
崎
の
市
偾
現
物
相
場
ど
各
其
の刺
廻 

と
の
比
較
を
示
す
も
の
匁
り
。

( 『

餵
行
通
信
錄』

所
载
芬 

月
中
旬
現
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真
只
ホ
値
段
表
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六
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w
v
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五
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八
七

前
表
に
示
す
所
に
據
れ
ば
、
市
愤
の
比
較
的
最
も
高 

.從
つ
て
利
廻
5
最
も
妝
き
は
國
偾
に
し
て
、
次
に
長

崎
市
僙
、
大
阪
市
•偾
、
橫
濱
’市
偾
、
.神
戶
市
偾
の
順
序 

f
o
,
國
偾VJ

市
偾
と
の
間
に
，於
け
る
利
廻
の
差
は
少

f

 
5
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九
八
，
1
0 

0

錄
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葙
俏
說
券
の
例
格
に
就V

笫
七
號
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き

も

年

六

厢

八

毛

、
多

き

は

年

九

厘

六

毛

に

連

せ

る

が 

中

央

政

府

y

し
都

市

政

廳V
J

に

對

す

る

世

人

の

信

用

の

厚 

勤

を

极

準

と

し

て

之

を

觀

- ^
ば

奄

も

條

む

に

足

ら

ざ

る
 

现

象

な
6
と

す

。

加

之

、
大

阪

、
橫

濱

ヽ

神

戶

1
1
1市
の

市

債

中

火

阪

市 

偾

の

栢

場

最

も

高

く

、
橫

獱

市

偾

之

杧

次

ぎ

、
神

戶

市 

偾

の

相

場

の

最

も

低

き

は

聊

か

注

目

に

«

す
る
も
の
に 

#
ず

や

。
斯

く

の

如

く

、
此

三

大

市

の

公

廣

の

相

場

が 

上

記

の

順

位

を

保

て

る

は

此

等

の

都

市

政

廳

に

對

し

，
て 

有

惯i
f

券

購

入

*

の
有
す
る
信
用
厚
薄
の
如
何
に
依
り 

て

誘

致

せ

，
£
れ

た

る

现

象

に

非

ざ

る

か

。

粜

し

て

然

ら

ば

、
提

崎

市

偾

の

利

廻

が

他

の

三

市

の 

公

偾

利

廻

よ

b
も

高

率

な

る

は

長

崎

市

に

對

す

るj

般 

の

信

用
が
他
市
に
剩
ず
る
信
用
よ
り
も
厚
き
が
故
な
る 

か

。
提

崎

市

の

財

政

は

大

阪

、
.横
濱

並

に

#
声

の

市

財 

政

よ

り

健

實

に

し

て

、
世

人

が

他

の

三

市

の

當

局

潘

よ 

6
,も
長
_

市

の

理

事

^

を

信

賴

せ

b
と

認

む

可

き

事

情 

な

§

の
み
な
ら
ず
、
各

市

偾

の

發

行

额

及

び

其

償

還

期

を
標
準VJ

し
て
考
察
す
る
も
、
長
崎
市
侦
を
以
て
«
入 

诉
に
取
り
て
最
も
有
利
な6
と

斷

す

る

こ

と

を

得

^

。 

然
ら
ば
K
崎
市
依
の
利
廻
が
最
低
率
を
保
て
る
主
な
る 

原
因
は
集
し
て
何

や̂
。
惟
ふ
it
、
同
市
偾
が
比
較
的 

一
.高
値
を
維
持p

從
つ
て
其
利
廻
が
低
位
に
茌
る
は
利
子 

一
の
灰
合
^
他
の
市
馈
に
比
し
て
低
き
が
故
な
ら
ん
。
同 

|
1

政
府
0發
行
に
係
る
各
種
公
偾
は
悉
ぐ
略
ぼ
羅
の 

|

利

廻

を

維

持

す

可

き

箸

な

る

に

.
、

事

實

は

之

に

反

し

て
 

利
子
の
低
率
な
る
公
偾
は
高
率
な
る
利
子
を
.付
し
た
る 

公
偾
ょ
6
名
比
較
別
高
價
：に
て
賣
買
せ
ら
れ
從
つ
て
刺 

.廻
低
き
を
常
ど
す
。
左.に
揭
:c
る
枕
我
政
府
の
發
行
せ 

る
五
分
.刺
公
偾
並
に
四
，分
利
公
偾
が
最
近
六
ヶ
年
間
に 

\
於
て
東
京
株
式
取
引
所
に
於
て
維
持
せ
し
直
取
引
相
場 

を
逃
礎
く
し
て
訃
算
せ
る
各
公
傭
の
利
廻
の
比
較
表
な 

b
ビ
す
。(
大
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年
四
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a
o

五
。.三
S
ハ 

四
。
八
〇
一

以

上

五

f
f
lの
公
債
中
帝

®
五

分
利
ば

大

正

睛

十

九

年 

度

、
將

別

五

分

利

は

大

疋

ニ

十

四

年

度

、
甲
攏
五
分
利 

ば

大

正

五

十i

年

度

に

償

還

せ

ら

る

、
も

の

な

る

に

、 

四

分

刺

は

第

一

囘

第

ニ

囘

共

に

大

正

，五
十
八

年

度

に

军 

6
て
®
還

せ

ら

る

可

き

も

の

な

る

が

故

に

.、
償
還
期
の 

關

係

ょ

り

之

を

論

ず

れ

ぼ

、
各

猶

五

分

利

公

債

は

.四
分 

利
公
偾
ょ

y

も

比
較
的
高
値
を
保
ぢ
其
利
廻
ば
：低
が
る 

可

き

もQ

な

る

と

同

時

に

、
若
し
政
府
が
隨
時
買
收
又 

は

柚

鐵

：に

侬$

^

'

(

姻

分
_
务

偾

：
の_

歡

澈

规

妒±

疋

，：.

八
银
、
他
は
六
年)

傲
却
す
る
ビ
せ
ば
勢
a
五
分
利
公 

偾

を

選

ぶ

可

き

を

以

て

、

*•
點

ょ

り

す

る

も

四

分

利

公
 

債

0 ;
利
廻
ば
五
分
利
公
僙
の
利
廻
ょ
り
も
低
率
な
る
喾 

な
を
に
、
琪
實
.は
然
ら
ず
し
て
、
前
表H

示

す

が

，
如

く 

五
分
刺
公
债
，の
屯
均
利
廻
は
'五
分
三
厕
四
毛
六
絲
な
る 

に
も
拘
ら
ず
ヽ
四
分
利
の
难
均
利
廻
は
僅
々
四
分
八
屈 

「

絲
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。
長
崎
市
偾0 .
利
廻
の
低
き
も 

同一

現
象
に
し
て 
> 

之
を
以
て
*

_
朮
の
信
用
程
度
を 

a
他
：Q
H市
.の
朱
れ
ょ
：々
も
礙
れb
と
云
ふ
こvj

を
得
. 

ず
。

.
 

•

次

^
.內

國

公

偾

と

外

國

公

债

と

：の

間

.に

於

け

る

市

偾
 

の

相

違

一

を

示

す

 

一
s

£

て
英
京
偷
敦
株
式
取
引
所 

に

：於

け

る

過

：去

十

ヶ

年

間

の

英

國

'
コ

ン

ン

：
ゲ

公

偾

と

日
 

本

第

一囘
四

分

利

公

債

ミ

の

取

引

棚

場

並

に

各

其

利

廻

の

比

較

を

左

U
揭

出

せ

ん

と

欲

す

。

.

(
M
a
t
h
i
e
s
o
n
s

 :

'■
'
-
 

.
 

- 

. 

• 
-
 

. 

■ 

.

S
t
o
c
k

 E
x
c
h
a
n
g
e
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f
e
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第
十I

卷

(

九
八
四)

雜
：

錄
有
倒
職
接
の
傾
格
に
就
て

一
環
號
.：

四

英
國n

ソ
ン
シ(

ニ
分
半) 

低

均

.
年

,

:

,顧
.
-
高
'.
:

：
.
最

，

1

丸

〇

丑

九

T
A1
三
八
八
七
0«
^
五
〇
〇 

1

‘九

〇

六‘
九

7

1
八

八
A.
iE
A
il
.
六
三 

一
九
〇

七

八

4
^

四
三
八
八
〇
*七五〇 

一
九
〇
八
八
八
。
五
0

0
八
三
®
ー
五
〇
，

1

九
〇
九

八
六
6

0

0
八
ニ 

6
.六
三 

一
九
1
.
0八
三
0

1

5〇
七
八
き
三
七
3£

1

九

ニ

八

ニ

*1

八
八
七
六
。三
七
五 

一
九I

ニ

七

九

こ

八

八

七

ニ

•

?£
〇
〇 

一
九一

三
七
手
六
ニ
玉
七

 

一
6

0

0
 

1

九一

四
七
七
丄
ハ
八
八
六
九

*
ニ
5£
〇 

備
考
利
廻
は
平
均
相
揚
に
摅
名

前
表
の
示
す
如
く
、
偷
敦
市
場
に
於
け
るP
英
公
偾 

の
利
廻
は
一
定
せ
ず
と
雖
も
、
其
差
は
年一
步
を
下
6 

た
る
こ
と
な
く
、
多
き
年
に
は
ニ
步
に
達
せ
ん
と
せ
り 

此
懸
隔
を
生
せ
^は

：：：！

本

公

偾

の

利

子

が

四

分

な

る

に
 

英
國
コ
ン
ソ
ル
が
二
分
半
利
付
な
る
の
事
情
に
多
少
起 

因
す
る
も
の
な
る
も
、
典
の
ま
な
る
原
因
が
我
政
府
に 

對
す
る
英
國
民
の
信
用
が
自
國
の
政
府
を
信
賴
す
る
の

•

平
.
磅

.

八

九

。
七一
九 

八

八

•
三

七

六
 

八

四

。
〇

九

四
 

八

五

*
八

七

五 

八

四
* 

0

Hニ 

八

〇

。
八

一

三 

七

九
®-I

八

ニ 

七

玉

*
八

四

四 

七

三
®
三
.j jlj. 

七
三
◊
四
六
九

最

V
高

九
三
。
3/
.六
三 

九
？ 
一
 

ニ
玉 

八
九
。1

1

5

八
-:

ハ
。
ニ
五
〇 

九
三
ヰ
三
七
五

九
-:

ハ
•
}
?
!
〇
〇 

九

三

。
ニ
 
5
 

A
七

。
〇
〇
〇 

八
ニ
<
*
七
玉
〇 

七

八

•
七
五
〇

n
本
笫I

间
四
分
利
公
诏 

最
ハ
丨
低..： 

七
六
。
ニ
3£
〇 

八
七
*〇
〇
〇 

七

九

*
八
五
〇 

七
九
〃
ニ
五
〇 

八
四
。
〇
〇0 

九

？

六
ニ
五 

八

六

石

五

〇 

八一

®
5

0
 

七

七
®
1五
〇 

七

ニ

。
〇
〇
〇

平

，

均

， 

八
四
。
九
〇

七 

九

〇

•
〇

六
三 

八
：四
。
四
八
七
. 

八

ニ
*七

：.1
1
〇 

八
八

*
六
八
八 

九
3

<
5

ハ
：三
‘

八
九
*
九
三
七 

八

四
•1

ニ
五 

八
〇
。
〇
〇
〇 

七

手

彐

七

五
ニ t  = ゴ tr： 一 — 一 — — 八 >レゴハ
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(

一
ヾ
に
對
 

す

る(

ニ)

必
破
過
串 

i

九
三 

一

六一 

1

七
六
. 

i

九
ニ 

一
五
四 

一1

九

I 

H

O

1
四
-:

ハ 

一
51
.
九 

1

九
一

程
度
に
及
ざ
る
のI

事
に
存
す
る
は
玆
に
嗯
々
す
る
を 

要
ざ
る
な
公
。

終

り

に

、
.同

一

政
府
に
在
り
て
も
戰
郇
、
财
政
棄
亂
、 

其
他
早
晚
財
政
に
粱
を
及
ぼ
す
に
至
る
可
し
ミ
一
般
に 

思
惟
せ
ら
れ
た
る
財
政
策
の
採
用
等
の
爲
め
、
內
外
に 

其

の
信
用
を
失

墜

せ
し
結

#

ヒ
し
て
、
旣

に

發

行
せ
し 

公
儀
の
市
惯
か
低
落
す
る
こ
^

あ
る
ビ
同
時
に
、
又

J

vy、ンぺか） m r

• ■■ ■ -jfj* 较
飞 厂 '”，了 、、w 作

!1

!II
i
I
I
為
於§

fef
I：

II
|
1
P1
P£
1$
iI

.方
に
於
て
は
國
民
經
濟
の
殷
碰
に
因
&
て
國
庫
の
收
入 

自
然
に
激
增
す
る

か
或
は
財
政
改
革
を
遂
行
し
て
世
人 

の
信
用
?:
恢
復
せ
ば
、
其
の
公
僙
の
市
惯
が
騰
货
す
る 

に
至
る
可
き
一」

ビ
は
玆
に
S

言
す
る
の
耍
を
見
ず
。

第
四
款
公
偾
の
需
用
を
膨
脹
せ
し
む
る 

特
殊
の
事
情VJ

公
偾
市
價
：

兌
換
券
發
行
の
保
證
準
備
と
し
てf

又
は
各
種
保
®

金
若
し
く
は
政
府
供
託
金
納
入
の
代
用
物
^
し
て
或
は 

世
製
財
產
ビ
し
て
公
偾
殊
に
國
偾
は
他
の
有
®
證
券
に 

比
し
て
®
用
多
き
も
の
，な
れ
ば
、
利
挪
と
市
場
金
利
ビ 

の
關
係
、
償
還
期
日
等
の
影
響
以
外
に
？
公
僙
の
市
價 

は
上
記
特
殊
の
®
用
の
大
小
伸
縮
に
依
り
て
左
右
せ
ら 

る

\
は
理
の
當
然
な
ヶ
と
す
。
然
り

VJ

雖
も
、
此
秫
の 

需
用
と
普
通
の
投
資
的
需
用
と
を
分
離
し
て
考
案
す
る 

は
®
る
困
雞
な
る
を
以
て
、
統
計
的
に
公
偾
市
®
に
及 

ぼ
す
前
^
'0
影
響
を
正
確
^
黯
明
す
る
は
殆
ん
ど
不
可 

能
な
h
ビ
云
ふ
を
妨
げ
ず
。
さ
れ
ど
、
合
衆
國
ニ
分
利
 

j 

付
公
0
は
闾
國
鈒
行
紙
幣
の
保
瞭
準
備
と
し
て
廣
く
用

銥

十

ー

继C

九<1̂
)

雜 

'錄
祚
似
說
券
の
似
格
に
就
ズ ひ

ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
同
公
偾
の
市
惯
が
夫
れ
が
爲 

め

人
爲
的
に

高

値

を

維

持

せ

^

は

r
般

に

認

め

ら

れ 

た
る
こ
ビ
な
る
を
以
て
、
左
に
千
九
西
年
以
後
十
ニ
ヶ 

年
間
に
於
け
：る
同
.公
債

の

㈣
砠

並

に

合
衆
國
四
分
刺
公 

愤

の

利

廻

(£
の

對

照

表

を

报

ぐ

る

こ

と

、
せ
h
o

一
九
〇
〇 

•i 
九
0j 

i

九
〇
ニ 

I

九
〇
三 

1

九
〇
四 

一
九
0

3L 

1

九
〇
六 

,

「

九
〇
七 

1

九
〇
八 

I

九
〇
九 

r

九1

〇 

1

九T
1 

平

均

(

一)

ニ

分

.

.
利 

公
愤
利
廻

一
*
九
ニ

7

八
六

1

。
八
四'

一
，參

：

1
。
九
〇

1条

1 *

九
ニ 

T
九
〇

二

。
九
-:

T
九
：七
'

1

•
九
八 

1
。

九
九 

1

•九
一1
.3L

(

ニ)

四
分
利 

公
侦
利
廻

ニ
。一

八

• 

一
o'
九

七

， 

1

*
九
八 

I
©

九
九 

ニ 

6
九 

ニ
®
〇
〇 

'
ニ 

6
四 

ニ
1

八 

一一

•四
四
|

ニ 

i

n

ニ 

bセ
四 

ニ
丄
ハ
八 

ニ
。
ニ
三
_四

C
1
〕
1!

對
す 

る0

1)

の
诃 

分
比
例

1
1

三
。
六 

I

〇
六
。
〇 

1

〇

七
丄
ハ 

1

〇
七
6
 

1

1

0

6
 

1 

0 四
•
ニ 

1

〇

六Mli 

1
I

四

*
七 

1 

ニ 
七
。
一 

I 

ニ
七
。
九 

1

三
八
。
四

_

三
^
屯

i 

I

山
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第
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號
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四
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利
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傲
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g
s
r
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表
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I 驟
ず 

o 

'

.

.

.前
表
の
示
す
所
に
據
れ
ば
ヽ
士
一 
ヶ
年
間
に
於
け
る 

11

分
公
侦
の
利
廻
平
均
は

1
分
九
厘
.
一
毛
®
絲
ヽ
四
分 

公
.偾
の
雄
均
利
廻
は
ニ
分i

1M
三

毛

四

絲

に

し

て

、
，
其 

楚
實
に
三
；厘

1

毛
九
絲_
相

當

せ

り。
' さ
れ
ど
、
‘
斯
く 

の
如
く
此
兩
率
間
：に
瓦
分

.の
十
六
以
上
：の
格
違
を
萊
せ 

る
は
多
少
前
款
に
於
て
略
述
せ
る
が
如
く
利
子
の
等
差 

ょ
り
生
せ
る
一
結
架
な
る
や
も
测
b
知
る
可
か
ら
ざ
る 

を
以
て
、
飯
行
券
發
行
準
備
と
し
て
の
ニ
分
利
公
偾
に 

對
す
る
需
用
が
如
何
程
迄
其
の
市
價
を
引
上
げ
し
か
を 

知
る
こ
と
を
得
ず
。
唯
吾
<

^
前
記
1|
1厘
一
.毛
九
糸
の 

差

の

.一
部
分
が
此
原
因
に
依
る
も
の
な
り
ビ
認
め
得
る 

に
過
ぎ
ざ
る
な
办
。

第
七
就

第
八
節
社
僵
の：

市
漬

四
四

社
锻
は
公
偾
と
同
じ
く
、
定
期
に
支
挪
は
る
、

一

定 

率
の
利
平
を
付
し
且
o
«
還
期
限
を
定
め
て
發
行
せ
ら 

る
S
も
.の
な
れ
ば
、
典
市
惯
も
亦
公
偾
と
同
一
原
目
に 

依
ち
て
定
ま
^
/且
つ
同j

®
情
に
左
右
せ
ら
れ
て
騰 

落
す
る
も
の
な
り
。
さ
れ
ば
吾
人
は
社
侦
の
市
债
に
就 

.き
ャ
汾
に
¥
5V
を

む̂

^
©
^
.
要
を
>1
ざ
れ
ざ
も
、
社 

侦
ぱ
關
じ
て
特
に
注
意
を
喪
す
る
は
社
债
の
發
行
漭
た 

る
營
刺
會
祉
は
槪
ね
中
央
政
府
又
は
地
方
政
府
に
比
し 

v

信
用
低
き
も
の
な
る
を
以
て
、
社
偾
の
市
憤
も
常̂-
: 

比

較

的

，
低

位

に

f

ヽ
從
っ
て
其
の
利
廻
が
公
偾
の
利 

廻
ょ
り
も
高
：率
を
雜
持
す
る
の

」

事
に
外
な
ら
ず
。
左 

に

揭

出

す

る

一

表

は

著

名

の

^

#

»:
の

狻

行

せ

し

祉

偵 

S
特
別
五
分
利
公
偾
並
に
大
阪
水
遨
公
债
と
の
相
場
及 

び
利
廻
の
比
較
な
り
と
す
。•

( 『

齦
射
»
信
錄』

所
載
東

京
市
中
大
正
五
年
度
各
月
中
旬
現
物
賣
質
巾
値
段
表
に 

據
る)

。

一
-

■

月 

ニ 

.

刀 

一
 J

.
1

力 

四

ぐ

刀

:

土

■

月 

六 

力 

七

” 

A

/ 

ガ 

九

力

 

十

'

月 
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